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 【平成28年度】 
 

著者氏名 論文タイトル名 書籍全体の 
編集者名 

書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

松本俊彦 薬物依存臨床の焦点  薬物依存臨床の

焦点 

金剛出版 東京 2016 p176 

松本俊彦 自己治療としてのア

ディクション 

松本俊彦 臨床心理学増刊

第 8 号 やさし

いみんなのアデ

ィクション 

金剛出版 東京 2016 pp48-52 

松本俊彦 「大麻（マリファナ）

は安全」と主張する

クライエントにどう

対応したらよいか？ 

松本俊彦 臨床心理学増刊

第 8 号 やさし

いみんなのアデ

ィクション 

金剛出版 東京 2016 pp84-86 

松本俊彦 クロスアディクショ

ン事例とどうかかわ

るか？ 

松本俊彦 臨床心理学増刊

第 8 号 やさし

いみんなのアデ

ィクション 

金剛出版 東京 2016 pp121-

122 

松本俊彦 第 21 章 物質関連障

害および嗜癖性障害 

その他の嗜癖関連障

害を含む「総論」 

下山晴彦・

中嶋義文 

公認心理師必携 

精神医療・臨床

心理の知識と技

法 

医学書院 東京 2016 pp295-

297 

松本俊彦 第 21 章 物質関連障

害および嗜癖性障害 

その他の嗜癖関連障

害を含む「アルコー

ル関連障害」 

下山晴彦・

中嶋義文 

公認心理師必携 

精神医療・臨床

心理の知識と技

法 

医学書院 東京 2016 pp297-

299 

松本俊彦 第 21 章 物質関連障

害および嗜癖性障害 

その他の嗜癖関連障

害を含む「薬物関連

障害」 

下山晴彦・

中嶋義文 

公認心理師必携 

精神医療・臨床

心理の知識と技

法 

医学書院 東京 2016 pp299-

302 

松本俊彦 17 物資関連障害お

よび嗜好性障害群 

大麻依存 

樋口輝彦, 

市川宏伸, 

神庭重信, 

朝田 隆, 

中込和幸 

今日の精神疾患

治療方針 第２

版 

医学書院 東京 2016 pp654-

655 

松本俊彦 IV 薬物乱用防止対

策 

精神保健福

祉士養成セ

ミナー編集

委員会 

精神保健福祉士

セミナー２（第 6

版）精神保健学

―精神保健の課

題と支援 

 

 

 

 

 

 

へ る す 出

版 

東京 2017 pp109-

130 
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近藤あゆみ 依存症という「病」 池田理知子

五十嵐紀子 

よくわかるヘル

スコミュニケー

ション 

株式会社

ミネルヴ

ァ書房 

京都府 2016 pp26-27 

近藤あゆみ アディクション臨床

ではなぜ家族支援が

大切なのか，  

松本俊彦 臨床心理学増刊

第 8号 やさし

いみんなのアデ

ィクション 

株式会社

金剛出版 

東京都 2016 pp140-

141 

近藤あゆみ 境界線を引くこと，

イネイブリングをや

めること 

松本俊彦 臨床心理学増刊

第 8号 やさし

いみんなのアデ

ィクション 

株式会社

金剛出版 

東京都 2016 pp143-

144 

近藤あゆみ 家族は本人を 24 時

間監視すべきなの

か？ 

松本俊彦 臨床心理学増刊

第 8号 やさし

いみんなのアデ

ィクション 

株式会社

金剛出版 

東京都 2016 pp144-

146 

近藤あゆみ 物質関連障および嗜

癖性障害群 薬物関

連障害 

下山晴彦 公認心理師必携 

精神医療・臨床

心理の知識と技

法 

株 式 会 社

医学書院 

東京都 2016 pp101-

102 

嶋根卓也 テンションを上げた

い，嫌なことを忘れ

たい 

松本俊彦 大学生のための

メンタルヘルス

ガイド 

大月書店 東京 2016 pp129-

143 

嶋根卓也 市販薬にも安心でき

ないものがある 

松本俊彦 臨床心理学増刊

第 8号 やさし

いみんなのアデ

ィクション 

金剛出版 東京 2016 pp66-68 

嶋根卓也 大学生のためのわか

りやすい薬物乱用の

話 

加藤哲太、

北垣邦彦、

嶋根卓也、

ほか 

危険ドラッグ問

題の表と裏 

薬事日報

社 

東京 2016 pp11-43 

森田展彰 アディクション問題

の与える子供への影

響 

松本俊彦 臨床心理学増刊

第 8号 やさし

いみんなのアデ

ィクション 

金剛出版 東京 2016 pp152－

154 

森田展彰 アディクション治療

が先か、トラウマ治

療が先か？ 

松本俊彦 臨床心理学増刊

第 8号 やさし

いみんなのアデ

ィクション 

金剛出版 東京 2016 pp123－

125 

 
【平成29年度】 

著者氏名 論文タイトル名 書籍全体の 

編集者名 

書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

松本俊彦 12 トラウマと自
傷・自殺 

奥山紀子，
三村 將 

情動学シリーズ
8 情動とトラウ
マ 

朝倉書店 東京 2017 pp.164-

177 
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松本俊彦 ハーム「危険ドラッ
グフィーバー」から
考えるハームリダク
ション-規制強化は
個人とコミュニティ
に何をもたらしたか 

編著：松本
俊彦，古藤
吾郎，上岡
陽江 

ハームリダクシ
ョンとは何か 

薬物問題に対す
る，あるひとつ
の社会的選択 

中外医学
社 

東京 2017 pp.27-49 

松本俊彦 安心して「クスリが
やめられない」とい
える社会を目指して 

 薬物依存症者を
ワルモノという
前に 

k-peace 京都 2017 pp.8-11 

松本俊彦 講義05 アディクシ
ョン（依存症） 

 こころの医学入
門 医療・保
健・福祉・心理
専門職をめざす
人のために 

中央法規 東京 2017 pp.51-61 

松本俊彦 第4章 救急医療に必
要な法制度 第2節 

薬物関連障害患者を
めぐる司法的問題と
その対応 

 救急患者支援 

地域につなぐソ
ーシャルワーク 

救急認定ソーシ
ャルワーカー標
準テキスト 

へるす出
版 

東京 2017 pp.74-79 

松本俊彦 精神医学を学ぶ方へ 

精神疾患・障害の基
礎知識 VOL.6 物質
障害 

 精神医学を学ぶ
方へ 精神疾
患・障害の基礎
知識 VOL.6 物
質障害 

株式会社 

医学映像
教育セン
ター 

東京 2017  

松本俊彦 薬物離脱ワークブッ
ク 

 薬物離脱ワーク
ブック 

金剛出版 東京 2017  

松本俊彦 人はなぜ依存症にな
るのか 

編集：原田
誠一 

依存と嗜癖-現状
とこれからの展
開 1人はなぜ依
存症になるの
か．外来精神科
診療シリーズ 

精神医療からみ
たわが国の特徴
と問題点 

中山出版 東京 2017 pp.196-

203 

嶋根卓也 危険ドラッグの流行
と終息 

 最新保健情報資
料 

大修館書
店 

東京 2017 pp.8-10 

嶋根卓也 自殺ハイリスク者支
援（アルコール／薬
物乱用・依存症） 

 ワンストップ支
援における留意
点－複雑・困難
な拝啓を有する
人々を支援する
ための手引き 

一般社団
法人日本
うつ病セ
ンター 

東京 2017 pp.28-31 

嶋根卓也 青少年における薬物
乱用の最新動向～薬
剤師は『ダメ、ゼッ
タイ』で終わらせな
い関わりを 

 Excellent 

Pharmacy 

メディフ
ァーム株
式会社 

東京 2017 pp.7-8 

【平成30年度】 
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著者氏名 論文タイトル名 書籍全体
の 

編集者名 

書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

松本俊彦   薬物依存症 筑摩書房 東京 2018  

岩室紳也，
松本俊彦，
安藤晴敏 

  つながりから
考える薬物依
存症－安心し
て失敗を語れ
る絆・居場所
づくり－ 

大修館書
店 

東京 2018  

松本俊彦 Ⅱ章 各論 14 違
法薬物摂取が疑わ
れる患者の診療で
留意すべき法的問
題 

 救急現場にお
ける精神科的
問題の初期対
応 PEECガイ
ドブック 改訂
第2版 

ヘルス出
版 

東京 2018 139-145 

松本俊彦 7物質依存症  精神科薬物療
法マニュアル 

南山堂 東京 2018 93-105 

松本俊彦 第1章 総論 Ⅴ法的
事項と支援者や家
族に対する対応 1
法的事項 

 新アルコー
ル・薬物使用
障害の診断治
療ガイドライ
ン 

新興医学
出版社 

東京 2018 32-33 

松本俊彦 第3章 軸評価に基
づいた問題別対応
編 I 1軸：アルコ
ール・薬物使用障
害の重症度 2薬物
使用障害 重症度評
価項目（松本俊彦
作成）高得点者へ
の対応 

 新アルコー
ル・薬物使用
障害の診断治
療ガイドライ
ン 

新興医学
出版社 

東京 2018 84-85 

松本俊彦 ｐａｒｔ3 薬物依
存 心に残る症例
「やめ方を教え
ろ」と訴えた覚せ
い剤依依存患者 

樋口進 現代社会の新
しい依存症が
分かる本 

日本医事
新報社 

東京 2018 78 

松本俊彦 ｐａｒｔ13 自傷
癖 

樋口進 現代社会の新
しい依存症が
分かる本 

日本医事
新報社 

東京 2018 234-243 

和田 清 8-2-5 薬物依存症 精神保健
医療福祉
白書編集
委員会 

精神保健医療
福祉白書
2018/2019 

中央法規 東京 2018 156-156 

嶋根卓也，
松本俊彦 

2.評価尺度の解説
（2）薬物使用障害
の評価尺度． 

樋口進、
齋藤利
和、湯本
洋介 

新アルコー
ル・薬物使用
障害の診断治
療ガイドライ
ン 

新興医学
出版社 

東京 2018 11-13 

嶋根卓也，
松本俊彦 

2.薬物乱用・依存
の疫学 

樋口進、
齋藤利
和、湯本
洋介 

新アルコー
ル・薬物使用
障害の診断治
療ガイドライ
ン 

新興医学
出版社 

東京 2018 28-31 
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森田展彰 アディクションの
ある人の家族の援
助 

日本家族
心理学会 

福祉分野に生
かす個と家族
を支える心理
臨床 

金子書房 東京 2018 84-94 

森田展彰 新アルコール・薬
物使用障害の診断
治療 

樋口進、
齋藤利
一、湯本
陽介 

新アルコー
ル・薬物使用
障害の診断治
療ガイドライ
ン 

新興医学
出版社 

 2018 86-93, 
120-
121, 
124-127 
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【平成28年度】 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

熊倉陽介 , 高野

歩, 松本俊彦 

Voice Bridges Project－薬物依存症

地域支援のための「おせっかい」な

電話による「声」の架け橋プロジェ

クト－ 

精神科治療学 32(11) 1445-

1451 

2017 

松本俊彦 司法機関から地域の支援資源にど

うつなげるべきか 

臨床心理学 17（6） 814-817 

 

2017 

谷渕由布子，松本

俊彦，船田大輔，

川副泰成，榊原

聡，成瀬暢也，池

田俊一郎，角南隆

史，武藤岳夫，長

徹二 

わが国の依存症専門医療機関にお

ける危険ドラッグ関連障害患者の

治療転帰に関する研究 

日本アルコール・

薬物医学会雑誌 

52（5） 141-155 2017 

松本俊彦 薬物依存をめぐる法整備 臨床精神医学 46(4) 437-442 2017 

松本俊彦 物質使用障害 トラウマティッ

ク・ストレス 

15(1) 49-57 2017 

松本俊彦 多剤処方の規制と背景 臨床精神薬理 20(9) 975-982 2017 

松本俊彦 鎮静薬，睡眠薬，または抗不安薬使

用障害・中毒・離脱 

新領域別症候群シ

リーズ No.39 精神

医学症候群（第 2

版）-物質関連障害

および嗜癖性障害

群からてんかんま

で-Ⅲ 

39 85-89 2017 

松本俊彦 鎮静薬，睡眠薬、または抗不安薬使

用障害の対応と治療 

新領域別症候群シ

リーズ No.39 精神

医学症候群（第 2

版）-物質関連障害

および嗜癖性障害

群からてんかんま

で-Ⅲ 

39 90-94 2017 

松本俊彦 ケミカルコーピングとオピオイド

鎮痛薬 

Locomotive Pain 

Frontier 

6(2) 46-47 2017 
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松本俊彦 薬物依存症に対する最近のアプロ

ーチ 

精神科治療学 32(11) 1403-

1404 

2017 

松本俊彦 専門医でなくてもできる薬物依存

症治療-アディクションの対義語と

してのコネクション 

精神科治療学 32(11) 1405-

1412 

2017 

谷渕由布子，松本

俊彦 

規制強化は「危険ドラッグ」関連障

害患者をどう変えたか 

精神科治療学 32(11) 1483-

1491 

2017 

松本俊彦 特集 さまざまな精神障害の「病

識」をどのように治療に生かすか 

精神神経学雑誌 119(12) 911-917 2017 

近藤 あゆみ，白

川 教人，田辺 等 

知っておいてほしい精神保健福祉

センターの可能性と課題 

精神科治療学 32（11） 1427-

1431 

2017 

嶋根卓也，今村顕

史，池田和子，山

本政弘，辻麻理

子，長与由紀子，

松本俊彦 

薬物使用経験のある HIV 陽性者に

おいて危険ドラッグ使用が服薬ア

ドヒアランスに与える影響 

日本エイズ学会

雑誌 

20(1) 印刷中 2018 

嶋根卓也 知っておいてほしい民間支援団体

の可能性と課題 

精神科治療学 32(11) 1433-

1438 

2017 

嶋根卓也 性的マイノリティ・HIV感染者の理

解と支援 

精神療法 43(2) 270-278 2017 

松本俊彦，舩田正

彦，嶋根卓也，近

藤あゆみ 

薬物関連問題とどう対峙するか 

疫学研究、毒性評価、臨床実践、政

策提言 

精神保健研究 63 53-61 2017 

森田展彰 更生保護施設における薬物事犯へ

の支援 ―その実態と新制度下で

の連携に関する考察― 

日本アルコール・

アディクション

医学会雑誌 

52(4) 153 2017 

 
【平成29年度】 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Hamamura T, 
Suganuma S, 

Takano A, 
Matsumoto T, 
Shimoyama H 

The Efficacy of a Web-
Based Screening and 
Brief Intervention for 
Reducing Alcohol 
Consumption Among 
Japanese Problem 
Drinkers: Protocol for a 
Single-Blind Randomized 
Controlled Trial. 

JMIR Res. Protoc. 7(5)  2018 

Tanibuchi Y, 
Matsumoto T, 
Funada D, 
Shimane T 

The influence of 
tightening regulations on 
patients with new 
psychoactive substance-
related disorders in 
Japan. 

Neuropsychopharmacol 
Rep. 

  2018 



31 

 

引土絵美，岡
崎重人，加藤
隆，山本大，
山崎明義，松
本俊彦 

治療共同体エンカウンタ
ー・グループの効果とその
要因について 

日本アルコール薬物医学会
雑誌 

53(2) 83-94 2018 

花岡晋平，平
田豊明，谷渕
由布子，宋龍
平，合川勇
三，山崎信
幸，撰尚之，
加賀谷有行，
津久江亮大
郎，門脇亜理
紗，今井航
平，佐々木浩
二，松本俊彦 

わが国の精神科救急医療施
設における危険ドラッグ関
連障害患者の治療転帰に関
する研究 

日本アルコール・薬物医学
会雑誌 

5385 212-225 2018 

松本俊彦 嗜癖性障害 最新精神医学 23(2) 121-129 2018 

松本俊彦 薬物依存症と対人関係 精神科治療学 33(4) 435-440 2018 

松本俊彦 向精神薬乱用・依存を防ぐ
ために精神科医と薬剤師に
できること 

日本精神薬学会誌 1(2) 12-15 2018 

松本俊彦 最近の危険ドラッグ関連障
害患者における臨床的特徴
の変化：全国の精神科医療
施設における薬物関連障害
の実態調査：2012年と
2014年の比較 

精神神経学雑誌 120(5) 361-368 2018 

松本俊彦 

 

ワークブックを使った認知
行動療法的アプローチはど
のようなものか教えてくだ
さい 

モダンフィジシャン 38(8) 844-846 2018 

松本俊彦 物質使用障害とトラウマ 臨床精神医学 47(7) 799-804 2018 

谷渕由布子，
大宮宗一郎，
松本陽一郎，
石田恵美，松
本俊彦 

薬物事犯の精神科的治療 精神科治療学 33(8) 959-964 2018 

松本俊彦 睡眠薬は是か非か－Pros 
and Cons Consの立場か
ら－睡眠薬は精神科薬物療
法における「悪貨」である 

精神医学 60(9) 1019-
1023 

2018 

松本俊彦 人はなぜ依存症になるのか
－子どもの薬物乱用－ 

児童青年精神医学とその近
接領域 

59(3) 278-282 2018 

松本俊彦 「やりたい」「やってしま
った」「やめられない」－
薬物依存症の心理－ 

こころの科学 202特別
企画 

40-46 2018 
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高野歩，熊倉
陽介，松本俊
彦 

シンポジウム8：刑の一部
執行猶予制度以降の薬物依
存症地域支援の課題－保護
観察対象者コホート調査と
地域支援体制構築 Voice 
Bridge Project 

日本アルコール関連問題学
会雑誌 

20(1) 39-41 2018 

松本俊彦 特集Ⅰ依存と嗜癖-その現
状と課題- 人はなぜ依存症
になるのか 

精神科 33(6) 463-468 2018 

松本俊彦 なぜオピオイド鎮痛薬依存
症に陥るのか～臨床の立場
から～ 

ペインクリニック 39(12) 1570-
1578 

2018 

高野歩，郡健
太，熊倉陽
介，佐瀬満
雄，松本俊彦 

ハームリダクションの理念
と実践 

日本アルコール・薬物医学
会雑誌 

53(5) 151-170 2018 

近藤あゆみ 薬物依存症者のリカバリー
をめぐるわが国の現状と課
題 

精神保健研究 64 51-56 2018 

嶋根卓也 過量服薬に対する薬剤師の
役割 

臨床精神薬理 22(3) 印刷中 2019 

嶋根卓也，今
村顕史，池田
和子，山本政
弘，辻麻理
子，長与由紀
子，松本俊彦 

薬物使用経験のあるHIV陽
性者において危険ドラッグ
使用が服薬アドヒアランス
に与える影響 

日本エイズ学会雑誌 20(1) 32-40 2018 

佐々木真人, 
堀岡広稔, 村
岡謙行, 長﨑
大武, 田村昌
士, 西村直祐, 
長田良和, 戸
田憲, 宮田祥
一, 西森康夫, 
嶋根卓也 

薬局薬剤師を対象としたゲ
ートキーパー研修会が知
識・自己効力感・臨床行動
に与える影響 

日本薬剤師会雑誌 70(7) 849-857 2018 

嶋根卓也 日本における薬物乱用のモ
ニタリング調査と回復支援
プログラムについて 

龍谷法学 50(3) 1805-
1812 

2018 

嶋根卓也 【Ⅳ．知っておきたい！生
活サポート＆性教育】40 
薬物乱用  

小児科 50（5） 774-780 2018 

嶋根卓也 薬物乱用防止の最前線：薬
剤師に知ってほしいこと 

Excellent Pharmacy 5月1日
号 

11-13 2018 

嶋根卓也 薬物乱用防止における薬剤
師の役割 

ファルマシア 54(6) 541-543 2018 
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嶋根卓也 「NO」と言えない子ども
たち－酒・タバコ・クスリ
と援助希求 

こころの科学 202 47-51 2018 

嶋根卓也 薬物使用の最新動向：大麻
からエナジードリンクまで 

KNOW NEWS LETTER 99 2-5 2018 

森田展彰、金
子多喜子 

支援者の二次性トラウマ、
燃え尽きの予防 

こころの科学 #202 91-97 2018 

山上尚彦、齊
藤環、森田展
彰、大谷保和 

オタク的消費行動と心理的
不適応性の関連の検討 

アディクションと家族、日
本嗜癖行動学会誌 

34（1）  2018 

 
【平成30年度】 
 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

松本俊彦 なぜ多剤併用になってしまうのか

―精神科医の処方意図 

薬事 58(8) 27-29 2016 

松本俊彦 健康問題としての薬物依存症―薬

物依存症からの回復のために医療

者は何ができるか 

日本医事新報 4808 19-23 

 

2016 

松本俊彦 薬物使用障害に対する外来治療プ

ログラム「SMARPP」 

精神療法 42(4) 571-579 2016 

松本俊彦 物質使用障害における自殺―薬物

療法のリスクとベネフィット 

臨床精神薬理 19(8) 1125-

1136 

2016 

松本俊彦 子どもの薬物乱用の現状と予防 小児科 57(9) 1143-

1150 

2016 

松本俊彦，今村扶

美 

ワークショップ２：SMARPP の理念

と実際ー講義とデモセッションー 

日本アルコール

関連問題学会雑

誌 

18(1) 123-125 2016 

谷渕由布子，松本

俊彦 

危険ドラッグ使用者への安全管理 精神科治療学 31(11) 1449-

1454 

2016 

大曲めぐみ，嶋根

卓也，松本俊彦 

日本の刑事施設における薬物依存

離脱指導の評価方法についての文

献レビュー 

日本アルコール・

薬物医学会雑誌

薬物医学会雑誌 

51(5) 335-347 2016 

松本俊彦 妊婦の薬物依存 日産婦医会報 68(11) 

 

10-11 2016 

Toshihiko 

Matsumoto, 

Hisateru 

Tachimori, 

Ayumi Takano, 

Yuko Tanibuchi, 

Daisuke Funada, 

Kiyoshi Wada 

Recent changes in the clinical 

features of patients with new 

psychoactive-substances-

related disorders in Japan: 

Comparison of the Nationwide 

Mental Hospital Surveys on 

Drug-related Psychiatric 

Disorders undertaken in 2012 

and 2014. 

Psychiatry and 

Clinical 

Neurosciences 

70(12) 560-566 2016 
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和田 清 「刑の一部執行猶予」とは？ 精神科 30 22-27 2017 

近藤あゆみ，栗

坪千明，白川雄

一郎，松本俊彦 

民間依存症回復支援 DARC 利用者

を対象とした認知行動療法 SMARPP

の有効性評価 

日本アルコー

ル・薬物医学会

雑誌 

51（6） 414-424 2016 

嶋根卓也 「ゲートキーパー」としての薬剤

師の役割 

医薬ジャーナル 52(2) 101-104 2016 

嶋根卓也 学校における薬物乱用防止教育 精神科治療学 31(5) 573-579 2016 

嶋根卓也 ユーザーに最も身近な相談窓口と

して～多剤併用を防ぐ薬剤師の取

り組み～ 

月刊薬事 58(8) 68-70 2016 

嶋根卓也 LGBT における HIV 感染症と薬物依

存 

精神科治療学 31(8) 1045-1052 2016 

嶋根卓也 飲酒・喫煙・薬物乱用 小児科診療 79(11) 1657-1663 2016 

大曲めぐみ，嶋

根卓也，松本俊

彦 

日本の刑事施設における薬物依存

離脱指導の評価方法についての文

献レビュー 

日本アルコー

ル・薬物医学会

雑誌 

51(5) 335-347 2016 

森田展彰 トラウマ関連問題を背景にもつ薬

物依存症に対するプログラム－女

性事例を中心とした支援ー 

精神療法 43(1) 104-117 2017 

 
 




